
 

 

発行元：千葉県循環器病センター 地域医療連携室（直）0436-50-6501 ＦＡＸ 0436-50-6503 

〒290-0512 千葉県市原市鶴舞575  0436-88-3111(代表) ＦＡＸ 0436-88-3032 

ＵＲＬ http://www.pref.chiba.lg.jp/byouin/junkan/index.html  

         循環器病センター�つの��指� 
 ○ 良質で模範的な医療の提供を目指します。 

 ○ 温かさ・思いやりの心で県民の皆様がいつでも安心して受診できる施設を目指します。 

 ○ 常に高度で先進的な医療を提供するため、職員一人ひとりが技術研鑽に努めます。 

 ○ 近隣の病院・診療所と密接な連携をはかり、地域全体の医療の向上を目指します。 

 ○ 透明性の有る医療を目指し、インフォームドコンセント（十分な説明・同意）に努めます。 
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医療安全管理室が開設１年目を迎えました！！ 

医療？安全？管理？言葉だけ並べると、何がなんだか・・・という人も多い

はず！！千葉県循環器病センターでは、患者様と医療者が信頼関係の中でよ

り良い治療を行なっていくため、患者様のご意見を聞くため相談窓口の設

置、医療安全研修会等を通じて職員への教育プログラムの実施、医療事故発

生時の対応、防災や感染症対策、そして何よりも医療事故を未然に防ぐため

マニュアルの作成・整備・改正等の活動しております。患者様のみならず職

員の安全も守るため、医療安全管理室を開設しております。 

医療安全 相談窓口 

場所：）２階 事務局 医療安全管理室 

    １階 地域医療連携室 

 

受付時間：）ＡＭ９：００～ＰＭ１７：００ 

 ＴＥＬ：）０４３６－８８－３１１１ 

 ＦＡＸ：）０４３６－８８－３０３２ 

 ※相談内容によって適切な職員が対応させていただきます。 

●イ・リョウ先生の医療安全講座 ～安全対策ヒヤリ・ハット～ 

皆さんも、突発的なニアミスを経験した事はありません

か？一瞬の出来事ほど怖いものはありません。１つの事

故が起こるまでには、多くのヒヤリ・ハットが潜んでい

ると言われています。当センターでは、そのような「ヒ

ヤリ」・「ハット」した事例を多く集め、職員間で情報と

して共有する事で、大きな事故を未然に防ぐ事に役立て

ています。 

＠���・���ってご存知ですか？＠ 

 �������

� � ��������

 日中のスタッフはどうしも

動き回っていて、顔が良く

覚えられない、親しみがも

てない、ということはありま

せんか？そこで、病棟ス

タッフが考えたのが、病棟

内に写真を掲示することで

した。３A病棟から始まった

写真の掲示は、現在４A病

棟、看護局に広がりまし

た。ぜひ、ご覧ください♪ 

★看護局の紹介★ 
看護部長をはじめ、看護師

長の写真を２階の看護局前

に掲示しています 
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����！！�����現場監督！！ 

������� ��������場！！ 

 皆さんの安全は、私が守りぬきます！！！ドーンと来い！！！ 

●インタビューを終えて・・・。 

長年の経験から、醸し出される優しさ、的確な回答は、さすが！としか言

いようのないものでした。忙しい中ありがとうございました！！ 

①医療安全管理室は、何名体制ですか？ 

 また、どのような業務を行なっていますか？ 

 室長と医療安全管理者の２名体制です。主

に、当センター内の医療安全に関する諸要委員

会を統括・指導し、どう医療事故を未然に防ぐ

事が出来るかを考え、それを職員内で情報共有

が出来るように体制作りをしています。 

②実際にどのような業務がありますか？ 

 「リスクん」というヒヤリハット事故報告制

度をチェックし、再発防止策の策定等を行なっ

ています。 

③業務の中で、困っている・苦労している事はありま

すか？ 

 事故を未然に防ぐ方法を考える事は楽しい事

で、あえて挙げるなら、人員が足りなくて忙し

い事です。 

④当センターならではの事は何か有りますか？ 

 他の県立病院に先駆けて「院内暴力対応  

マニュアル」を作成し、実施したことです。 

⑤相談を受けるにあたり、心がけている事は？ 

 相談に来られた方、関係者の方の話を良く聞

き、しっかりと対応するよう心がけています。 

⑥室長として、患者様に伝えたい事は？ 

 安全で適切な医療を提供しようと、日々切磋琢磨

していますので、よろしくお願いします。 

⑦最近うれしかった事はありますか？ 

 左目の治療を行い、今まで老眼鏡が手放せなかっ

たのが、今では全く必要なくなり、本が読めるよう

になったことです。 

⑧休日は何をして過ごす事が多いですか？ 

 スポーツと音楽です。今はテニスとサックスを

やっていて、唯一のストレス解消法ですね。 

⑨先生のおススメする健康法はありますか？ 

 人それぞれ自分の睡眠時間が有ると思いますが、

忙しい中でもしっかりと睡眠時間を取る事です。 

後は、ダイエット、ウェイトコントロールです。 

⑩今長期休暇があれば何がしたいですか？ 

 ２,３ヶ月時間が有れば、桜前線に乗って旅行し

てみたいのと、夢なんですが、いつか小説を書いて

みたいです。 

⑪今一番ほしいものは？ 

 ３５年間働いてきましたが、いつ何時緊急の連絡

が入るか分らないという思いが染み付いているの

で、そろそろ精神的なゆとりがほしいです。 

●スタッフルーム～医療安全管理室～ 

室長の鈴木Ｄｒと医療安全管理者の高井副看

護部長さん。センターの中でも特に忙しいお

二人が切り盛りしています！！ 

 

 

医療ＡＤＲってなんですか？ 

もしも、医療事故が起こってしまったら？！皆さんはどうしますか？「法的な手続きを取る」「弁

護士に相談する」等お考えになると思います。そんな時は、医療ＡＤＲという言葉を思い出してく

ださい。裁判外紛争解決手続きと言って、裁判を起こさずトラブルを解決していこうという取り組

みです。裁判を起こせば３,４年かかりますが、医療ＡＤＲでは半年を目安に和解成立を目指しま

す。裁判にかかる費用の負担等の心配がないことが一番のメリットです。 

みなさまが、安心して当センターをご

利用していただけるように、努めてい

きますのでよろしくお願いします！！ 
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★ちょこっと診療所★ 

    ～胃に穴を開けて大丈夫？～           循環器病センター 褥瘡対策委員会 

�に��でき�！� 

 私たちは、いつも口から食べ物をとることで栄養を体の

中に入れています。しかし、嚥下機能（ものを飲み込む能

力）が低下すると、上手に飲み込むことができず、飲み込

んだつもりのものが誤って肺に流れ、 誤嚥性肺炎になっ

てしまう場合があります。 

 栄養や薬を入れるために、お腹に小さな穴を開けチュー

ブを通すことを胃ろうといいます。お腹に内視鏡を使って

小さな穴を開け、手術時間は、３０分から１時間程度で終

わります。 

���との�い 

 鼻に管（チューブ）を入れて胃に栄養を入れるのが経鼻

胃管法です。経鼻にも利点はありますが、不快感が強く、

患者さんが自分で管を抜いてしまったり、チューブが誤っ

て気管に入ってしまうと、重篤な状態を引き起こします。 

また、少量づつ入れないと細いチューブが詰まってしまう

ため、１回に２～３時間かかってしまいます。 

 この点、胃ろうは穴を開けても通常は痛みも無く、チュー

ブをはずせば自由に動けます。また医療用栄養食も充実

しており、数分で食事が済みます。入浴についても、穴か 

 

ら水が入るのでは？と心配になりますが、完全に穴が出来

て特に問題がなければ、入浴することが可能です。 

 また、口から十分に栄養が摂れるようになれば胃ろうの

チューブを外すことも可能です。チューブを抜いたお腹の

穴は自然にふさがります。 

 当センターの���� 

 自分の口で噛んで食べるということは、食べる満足感や

楽しみを得られるため、とても大切です。そのため、できる

だけ自分で食べれるように、患者さんの状態に合わｓせて

看護師やリハビリスタッフが嚥下機能回復の訓練を行って

います。  

 しかし、胃ろうを作った方の中に 

はチューブが外れて栄養がもれて

しまったり、ただれてしまう方がいま

す。このようなトラブルの防止・対処

法をスタッフで勉強するため、１月

にはセンター内で研修会を開催し

ました。当日は70名以上が集まり熱

心に勉強しました。 

����に����の様子 

結核菌の感染を防ぐため、結核患者さんは離れた場所

から、演奏に聞き入っています。 

 センターの歴史は古く、前身である千葉県立療養所

鶴舞病院から数えると、今年で５５年目になりま

す。戦後まもなくの昭和２５年は、結核が日本人の

死因の第１位を占めていました。全国的に患者が増

加するなか、鶴舞地区住民の勤労奉仕やご協力もあ

り、結核患者を療養するための療養所（サナトリウ

ム）がこの地に設立されました。療養生活は長期に

わたるため、患者さんは季節ごとや療養所の行事

（右の写真）を楽しみにされていたそうです。  

 その後、昭和３６年には千葉県立鶴舞病院に名称

を変更し、一般診療も開始しました。当時最先端で

あった心臓手術技術を取り入れ、全国各地から患者

さんや技術を学ぶための医師が訪れました。 

 この地で５５年間医療を続けてきた先人たちのこ

のようなたゆまぬ努力と成果を引き継ぎ、これから

も皆様に良質な医療を提供していきたいと考えてお

ります。 

当センターは、平成２０年に、センター設立１０周年を迎えました。今回は鶴舞在住の佐藤 稔氏に

ご協力いただき、  センター２階ギャラリー「二つ返事」で写真展を行います。当時のセンターの様

子や、鶴舞地区の写真を展示しますので、どうぞお越しください！ 

 ４月 南総公民館陶芸サークル「双炎」 

 ５月 南総公民館書道サークル「換鵞」 

 展示時間：平日9時～17時、土曜日9時～12時 

       ※日曜・祝祭日は展示を行っていません 

３月１日～月末まで 
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����学�講演�（１月�日） 
 

演者：Mathew Sermer 先生 
   ﾏｳﾝﾄｻｲﾅｲ病院産婦人科 副所長 

   ﾄﾛﾝﾄ大学(ｶﾅﾀﾞ) 内科・産婦人科教授 

演題（日本語訳） 

  「心疾患婦人の妊娠管理」 

 どんな方にとっても妊娠・出産は大変

なことですが、心疾患の患者さんはリスクがさらに高まりま

す。講演では、妊娠周期ごとに気をつけることなどを具体的

な検査数値をあげて説明していただきました。当センターの

成人先天性心疾患診療部では、安心して出産していただけ

るように、妊娠カウンセリングや胎児心臓超音波検査を行っ

ています。そのため、今回は産婦人科からの貴重な講演を

聞くことが出来て、とても充実した講演会となりました。 

����学�講演�（２月�日） 
 

演者：角辻 暁 先生 
  大阪大学大学院医学系研究科 

  先進心血管治療学寄附講座 准教授 

演題：「冠動脈CTのPCIへの活用」 

  

狭心症や心筋梗塞など、冠動脈の狭

窄（狭くなること）が疑われる場合は、心臓カテーテル検査を

行うのが一般的です。しかし、最近はCT装置の進歩により、 

患者さんにより負担の少ないCT検査での冠動脈造影も行

われるようになっています。講演では、世界各国で治療をし

ている先生をお招きし、冠動脈CTの有用性について講演

がありました。当センターでは昨年１２月に国内でも希少な３

２０列CTを導入したため、心臓を専門とするスタッフが熱心

 ★中国からの臨床医師をお迎えしました★ 

 昨年１２月に、Guangdong General Hospital（広東人民

病院）から４名の先生（写真☆印）が、当センターの成人

先天性心疾患の手術や術後管理の視察にみえました。 

  先生方のいる病院は、病床数2,288床、一日の外来

患者数が１万人以上のとても大きな病院です。また、同

病院の心臓センターでは、年3,000例以上の心臓手術を

行っています。国を超

えたこのような技術交

流は、中国での医療

技術にも貢献でき、ま

た当センターも学ぶこ

とが多く、とても有意

義なものとなりました。 

院内行事 ～学術講演会～ 

 県立病院学術集会（2月13日)が開催されました！ 

 県立病院の職員が日頃の研究成果を発表する学術集会

が開催され、一般参加者も含めて２９０名が参加しました。 

 最優秀賞には、県立8病院の薬剤師が組織をまたがって

取り組んだ「薬剤師による疑義照会と医療安全に対する取

り組み」が輝きました。 

パネルディスカッションでは、「組織で取り組む後方連携・

退院支援」がテーマとなりました。 

 高齢者の退院には家庭での介護が必要になる場合が多

いことから、家族への支援をどのようにしたらよいか。また、

通院治療が増えているがん患者さんが、家庭でも不安なく

治療が続けられためのお薬手帳の活用など、病院を出た 

後でどのように病院が関わりを持つのかということが話し合

われました。 

 

ナイチンゲールの誕生日である５月１２日 

は看護の日とされています。当センターでも

これに合わせてイベントを実施いたします。 

 み�さま、�����に�����さい！ 

  

 開催日：平成２２年５月２２日（土） 

 場 所：センター１階 エントランス他 

 内 容：後日、センター内及びHPにてお知 

      らせいたします 

  ※事前申し込み不要、参加費無料 

   ���������������� 

松倉看護師 小出看護師 

※ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽとして活躍

しました 

ｲﾝﾌｪｸｼｮﾝ・ｺﾝﾄﾛｰﾙ ﾁｰﾑ 

※院内感染の集団発生の予防

に取り組んでいます 

豊田看護師 

※看護師確保に尽力しま

した 

 日々の研究の功績や病院内で

の取り組みが評価され、病院局

から表彰を受けました。 

 これからも、よりよい医療の

提供を目指し、がんばります！ 
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